




5.要約 

人工流産児,自然流産児,Doｗn 症候群の染色体分析ならびに母体年令の検討を行い,35 才

以上の高年令婦人では高率に染色体異常児を受胎し,そのために自然流産率の上昇を来し

たり Down 症児の出生率が高まっているとの結果を得た。 


